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各学年の特色

1年

▶︎�素因数分解
　�素数や素因数分解を使って，小学校で学習した整数の見方をさらに深められるようにしています。また，
約数や倍数を学習する際に生徒が混乱しないように，素数や素因数分解については，負の数を導入する
前に章を立てて扱っています。� →１年p.14～20

▶︎�おうぎ形の面積を求め方
　�おうぎ形の面積については，「６章 平面図形」で取り上げ，再度，
「7章 空間図形」の円錐の側面積で扱うようにしています。学び直す
機会を設けて，しっかりと理解が定着するように配慮しています。
� →１年p.194～197，223～224，232～233

▶︎�確率
　�確率の概念を形成する学習では，データの分析の既習内容と円滑に
接続が図られるように配慮しています。確率をほかの学習内容から
孤立したものとせずに，データの分析で学習した内容を基にして
　統合的・発展的に捉えられるようにしています。� →１年p.254～256

2年

▶証明の方針の立て方
　�証明の方針を立てるための道しるべを
　段階的に示し，学習が進行するにつれて
　徐々に証明のしかたが身につくように
　しています。� →２年p.128～129，150

3年

▶図形領域の配列
　�図形領域の学習を「相似な図形」→「円」→「三平方の定理」の順序にしています。
　「円」では「相似な図形」との融合問題を扱い，さらに「三平方の定理」では総合的な問題を
　扱っています。「三平方の定理」の学習を中学校の図形領域の総仕上げと位置づけています。
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